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１　はじめに
　「社会科の授業をするのは難しい」とよく聞く。
難しくさせている原因は，社会科の教科目標に向
かって多様な授業展開ができるということではな
いだろうか。教科目標に向かって多様な授業展開
ができる社会科であるからこそ，教師は目標・内
容・方法を明確にし，子どもが切実な問題意識を
もって追究できるような授業を構成することが必
要であると考える。つまり，どんな学習内容を，
どんな学習方法で子どもに教え考えさせるのかを
明確にもつことが教科目標に迫ることになり，社
会科の授業をつくる難しさをクリアすることにな
ると考える。

２�　「自分自身や自分の生活とのかかわり
でとらえる」について

　自分自身や自分の生活とのかかわりでとらえる
子どもは，出会った社会的事象を「そうだったの
か。」「なぜ，そうなったのだろうか。」「自分だっ
たらどうしようか。」などと，追究意欲を高めな
がら問題解決能力を発揮している。
　そこで，自分や自分の生活とのかかわりでとら
えられるようにするために，教えたい学習内容の
知識構造を明確にし，中核を成す人物を知識構造
に位置付けた授業にしたい。
　また，追究意欲を高められるように授業を構成
したり，共に学ぶ仲間の考えに触れながら，自分
の考えを深められるようにしたりできるようにす
ることで，主体的に学習を進められるような授業
にしたい。
　このように，学習内容の中心を成す人物や共に
学ぶ仲間にかかわれるように授業を構成したり，
知識構造を明確にしたりすることで，自分自身や
自分の生活とのかかわりでとらえることを容易に
なると考える。

３　テーマに迫るための視点と実践内容
　ここでは，第５学年単元「住みよい環境を守る」
を通して，学習内容からの視点，学習方法からの
視点で取り組んでいく。
　⑴　中核をなす人物を素材に扱った学習内容
　　・視点Ａ：知識構造の明確化
　　・視点Ｂ：�中核を成す人物の知識構造への位

置付け
　⑵　子どもが主体的に学習を進める学習方法
　　・視点Ｃ：問題解決的な学習過程
　　・視点Ｄ：�社会的な見方や考え方を深めるた

めの言語活動の充実

４�　自分自身や自分の生活とのかかわり
でとらえる社会科授業の考え方

　⑴　知識構造の明確化【視点Ａ】
　単元「住みよい環境を守る」の知識構造を以下
のように設定した。その際，因果関係が明確にな
るように構造化した。
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　一度途切れた環境や人々の生活を元に戻し，よりよい生
活環境の維持のためには，一人一人の協力が大切である。

　水俣病が広がっていく
原因を分かりながら，工業
の発展を優先させていた。

　患者たちや工場，国や
県は，被害者がよりよく
生活したり環境を元に戻
したりする努力をした。
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　そして，中核を成す人物を知識構造に位置付け，
人物らに学べるようにする。
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　⑵　中核を成す人物の知識構造への位置付け　
　　【視点Ｂ】
　単元「住みよい環境を守る」に登場する人物と
業績は以下の通りである。
○　細川　一（ほそかわ　はじめ）
　工場の付属病院長である。水俣保健所に奇病発
生の報告をした。水俣病公式確認とされている。
また，第一次訴訟において猫４００号実験の証言を
する。このことが決め手となり，被害者への補償
が決まる。
　・　公式確認から１２年の間，アセトアルデヒ

ドは流されていた。
　・　工場側が被害者の補償をすることが決まる。
○　西田　栄一（にしだ　えいいち）
　工場長である。西田天皇と称されるほど，工場
内において実権を握っていたと言われる。１９７９年
に有罪が確定される。亡くなるとき，家族に「罪
人となった私を許してほしい」と告げ，葬式を行
わず，戒名も拒んだ。
　・　工場側が被害者の補償をすることが決まる。
○　被害者（杉本　栄子ら）
　「工場の城下町」と言われる水俣市において被
害のほとんどは漁業従事者だった。当時の水俣市
の人口５万人のうち，５割近くは工場にかかわっ
ている人々であり，漁業従事者はおよそ２００人で
あった。第一次訴訟で勝訴したが，市民は無関心，
あるいは工場に同情的であったと言われる。
　杉本氏は，水俣市に住む網元であり，両親を水
俣病で亡くしている。第一次訴訟の際は中心と
なって裁判に挑んだ。
　・　被害者は裁判を起こし，工場の責任を明

らかにする。
　・　水俣市の中でも少数である漁業従事者が

被害を受けた。
○　行政（国や県）
　１９６８年に政府が工場排水に含まれるメチル水銀
が原因であることを発表した。水俣病公式確認か
ら１２年がかかっている。また，訴訟後は，７.５㎞
に渡る仕切り網を２３年間設置したり，４８５億円を
かけてヘドロ等を埋め立てたりして，環境を元に
戻す努力も行った。

　・　法律を定めたり，埋め立てや仕切り網を
設置したり，環境を元に戻す努力をする。

　⑶　問題解決的な学習過程【視点Ｃ】
　本校社会科の学習過程は一単元１サイクルのひ
とまとまりとし，以下のように問題解決的な学習
の流れになるよう工夫している。

　そして，この学習過程に，本単元で身に付ける
べき学習内容を，以下のように取り入れた。

　まず，学習問題とまとめが問いと答えの関係に
なるようにする。次に，学習問題を追究する際の
調べること（追究の柱）や調べる方法を明らかに
し，追究計画を立てる。
　子どもが，追究意欲を高めながら主体的に学習
に取り組めるようにするために，主に次のような
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学習問題の把握
　出会った社会的事象か
ら問題意識をもち，学習
問題を設定する。
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追究計画の立案
　学習問題について自分
なりの予想をもち，追究
計画を立てる。

調
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問題の追究
　追究計画を基に，追究
の柱に沿って学習問題を
追究する。

ま
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まとめと結論の吟味
　追究した内容をまとめ
たり，学習問題を振り返
り，妥当かを吟味する。

応用・転移・補充
　身に付けた見方や考え
方を基に新たな問題を追
究する。
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　水俣病が私たちが住む鹿児島県でも起こって
おり，身近な公害であることや，近年は水質が
よくなっていることに気付かせ，学習問題を設
定する。

↓

立
て
る

　「なぜ，水俣病は起こり，どのようにして解決
したのだろうか。」という学習問題について予想
をもち，追究計画を立てる。

↓

調
べ
る

　「なぜ起こったのか」「どのようにして解決し
たのか」という２つの追究の柱を基に調べ話し
合い，学習問題を追究する。

↓

ま
と
め
る
・
広
げ
る

　「どうしたら，防ぐことができたのか」を工場
側，被害者側，行政側の立場から話し合う。（討
論的活動）
　これまでの学習を振り返り，個人新聞にまと
める。
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具体的・基礎的資料や体験活動を各学習過程に位
置付け，出会った社会的事象を自分の力で解決し
ているよさを味わわせるようにする。
　・現在の水俣湾の海水：「つかむ」過程
　・読み物資料（鹿児島県環境政策部出版），

細川一，被害者に関するＤＶＤ：「調べる」
過程

　⑷�　社会的な見方や考え方を深めるための言語
活動の充実【視点Ｄ】

　本校社会科では，社会的な見方や考え方を深め
る言語活動を「事実を根拠とした記述，解釈，説
明，論述といった言語活動を位置付けることを通
して，社会的な見方や考え方をよりよく深めるこ
と」ととらえている。

　本実践では，「まとめる・広げる」過程で，高まっ
た考えや解釈を帰納的・演繹的に説明し自分なり
の判断を述べたり，身に付けた概念を再構成して
述べたりする「論述」を位置付ける。そこで，討
論的活動に取り組むことを通して，自分自身や自
分の生活とのかかわりで意志決定できるようにす
る。その後，これまでの学習を振り返った個人新
聞を作成させた。

５�　自分自身や自分の生活とのかかわり
でとらえる社会科授業の実践

　⑴　「つかむ」過程　視点Ｃ
　ここでは，「私たちにとっても身近な出来事で
ある。」と，自分の生活とのかかわりがあること
に気付かせたり，「どうやって解決したのだろう
か。」という疑問をもったりすることが，追究意
欲を高めることになると考えた。そこで，まず，

水俣病の認定
患者数を示し
た地図を提示
し，鹿児島県
との県境であ
ることや，被
害が八代海を中
心に広がってい
ることをとらえ
させた。
　次に，１９７２年
の八代海の写真
を提示し，見た
感想を発表させ
た。そして，現
在の水俣湾の海水を持ち込み，匂いや色に着目さ
せながら，現在の水俣湾の写真を掲示し，過去と
現在を比較させながら，学習問題を設定できるよ
うにした。
　⑵　「調べる」過程　視点Ａ，Ｂ，Ｃ
　ここでは，水俣病が起こった原因や解決方法に
ついて，一人調べを基に進めた後，原因や解決方
法について学級全体で話し合った。
　なお，一人調べを進める際には，読み物資料や
ＤＶＤを子どもの調べ学習の状況に合わせて渡す
ことにした。
　　①　なぜ，起こったのか
　一人調べを進めさせる中で，子どもが考える水
俣病の原因は，「アセトアルデヒドの生産過程で
精製されるメチル水銀が原因である」や「食物連
鎖によって魚が汚染され，汚染された魚を食べた
ことが原因である」にとどまっていた。
　そこで，学級全体で話し合う際には，アルデヒ
ドを止めるまでに１２年かかっていることが生まれ
てから小学６年生になるまでであることから，「な
ぜ，１２年もかかったのか」という切実な問題意識
をもたせてから，追究問題を設定した。
　１２年もかかったことと食物連鎖がつながらない
ことから，「どんな時代だったのだろうか。」と発
問しながら，我が国の工業生産額のグラフや当時
の水俣市民の職業別人口グラフを提示し，工業が
発展している過程で起こった公害であることをと

【認定患者数を示した地図】

【水俣病の過去と現在の比較】
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らえさせた。
　そして，漁
業従事者数の
変化を示すグ
ラ フ を 提 示
し，少数の漁
業従事者の人
数が減ってい
ることから，多くの被害を被っているのが漁業従
事者であり，工業が発展する中で排水を止めるこ
とがなく，漁業従事者に被害が広がっていくこと
をとらえさせた。
　その後，水俣市茂道地区の当時の様子を表す資
料を配布し，人々のくらしが成り立たなくなった
り，人間関係も破壊されたりする様子に気付かせ
た。

　　②　どのようにして解決したのか
　解決方法について一人調べをさせる際には，工
場側，被害者側，行政側で調べさせ，それぞれが

どのような取り組みをしているのかをノートに整
理させた。
　学級全体で話し合いながら事実を整理しなが
ら，「悪いのは工場であって，工場は反省しなけ
ればいけない」という発言があった。そこで，当
時の工場長西田栄一氏が家族に言ったという「罪
人となった私を赦してほしい」や「葬式無用，戒
名なし」を取り上げた。工場側の責任や保障が裁
判等によって明らかになる中で，工場長も有罪に
なった。これらの事実を取り扱うことを通して，
公害病にかかわった人の思いや苦しみを共感的に
受け止めることができた。
　授業の最後に，工場側，被害者側，行政側の取
り組みを一言で表現させるためにグループで話し
合わせた。そして，「赦し」「生活の向上」「環境保全」
から，人々が願っていたことが「人のつながりや
環境を元に戻すこと」であることから「もやい直
し」につなげることとなった。

　⑶　「まとめる・広げる」過程　視点Ｄ
　　①　それぞれの立場からの討論的活動
　「なぜ，もっと早く解決しようとしなかったの
だろうか。」という子どもの意見が多数出てきた。

【原因について話し合う段階の板書】

【昭和34年の水俣市の人口と内訳】

【単元終末に見られた原因に対する考え】
【単元終末に見られた解決方法に対する考え】
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それぞれの立場（工場側，被害者側，行政側）か
ら互いの考えをぶつけたいということから，討論
に取り組んだ。
　「調べる」過程までに培った見方や考え方を生
かした発表をさせるために，自分の立場を選択させ，
根拠をもたせ
て発表させる
ようにした。
　討論は右の
流 れ で 行 っ
た。意見を聞
いたり，反論
をしたりする
際には，必ず自分
の考えをノートに
記述させた。
　工場の立場の意
見は，工場あって
の市民の生活であ
るという意見が多

数であった。また，
事実が発覚して素直
に打ち明けるのは難
しいという意見も
あった。また，西田
工場長を取り上げ，
反省しているからい
いではないかとの意
見もあった。

　被害者の立場の
意見は，工場の対
応の遅さや誠意が
ないということ
を訴える意見が
多数であった。ま
た，魚が売れなく
なり生活が苦しく
なったことを振り
返りながら意見を
言う子どもも見ら
れた。
　行政の立場の意
見は，工場の対応
の遅さ，命とお金
の交換になってい
るのではないか，
患者は早く言うべ
きではないか等，工場や患者に対する意見が見ら
れた。
　反論の時間については，工場あっての市民の生
活であるという意見に対する意見が多く，工場の
水俣市に占める力の大きさを感じている子どもが
多かった。
　「人，環境，生産どちらを考えることが解決に
つながるのだろうか。」と問いかけ，問いを残し
て本時は終えることとした。

【解決方法について話し合う段階の板書】

【根拠をもって発表する子ども】

討論の流れ
①　各立場からの意見
　　（５分ずつ）
②　作戦タイム（８分）
③　反論（１５分）
④　振り返り（７分）

【工場の立場の意見】

【被害者の立場の意見】

【行政の立場の意見】
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　　②　これまでの学習を振り返った個人新聞
　これまでの学習を振り返らせ，自分の考えをま
とめさせたところ，以下の姿が見られた。

　討論的活動を通して明らかになった人命や環
境，産業のどちらを優先するべきだったかについ
て，これまでの学習を生かしたまとめをつくるこ
とを指示した。

　これまでに学習をした
ことを振り返りながら，
自分だったらどうする
か，どんな社会を願うの
か，自分を軸としたまと
めとなった。
　このように，友達の考
えに学ぶ場を設定するだ
けでなく，自分の考えを
整理・再構成させること
で自分とのかかわりを意
識させることができる。

６　成果及び今後の課題
　⑴　成果
　各学習過程や一単位時間に自分とのつながりを
意識させる働きかけを入れることで，単元の終末
には，自分自身や自分の生活とのつながりでとら
える子どもの姿が見られた。
　⑵　課題
　追究を人物の考えに沿って進める方法を考慮す
ることで，細川一氏や西田栄一氏の考え方により
共感しながら学習を進められた。

７　終わりに
　全国的に社会科嫌いの子どもが増えていると聞
く。社会科を担う教師として残念に思うし，何と
かしたいという思いにもなる。
　本実践は，２１年度の実践の一部である。４つの
視点を取り入れた授業を意識しながら１年間取り
組んでみた。そして，１年間かかわってきた本学
級の子どもは「社会科が好きだ」と言ってくれた。
得意教科だとも言っていた。社会科教師にとって，
子どもからこのように言われるほど嬉しいものは
なく，今後の励みにもなる。
　教師が自身の見る目を鍛えながら社会的事象を
紐解いていくことで，見えることから見えないこ
とが明らかになり，子どもとともに解決したいと
思えるのではないだろうか。社会を見る目が育っ
た子どもは，社会を形成する一員としてどうあれ
ばいいのかも考えたくなるのだろうと本実践を通
して感じたところである。

【人命の大切さを訴える視点からのまとめ】

【人命，産業，環境それぞれの視点からのまとめ】

【
人
命
と
環
境
を
守
る
べ
き
で
あ
る
視
点
か
ら
の
ま
と
め
】




